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緊急事態宣言中は事務所の開館時
間を午前9時～午後5時までとさ
せていただきます。また3月4日
（木）は午後から書記局会議のた
め、事務所を閉館とさせていただ
きます。予め、ご了承ください。

東京都の新規感染者数はだんだん減少してきているとはいえ、緊急事態宣言が3月7日まで延長され、コロナ禍
の状況はまだまだ出口が見えません。しかし、間もなく年度変わりを迎えるにあたり、分会・群の組織的準備や保
険証の受け渡し、確定申告や労災の年度更新といった個々人の仕事や暮らしに関わる諸手続きなど、「待ったなし」
の課題がテンコ盛りです！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
収
ま
り
を
見
せ

な
い
中
、
東
京
土
建
組
合
で

は
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

た
め
の
取
り
組
み
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
実
際
の
工
事
現

場
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
コ
ロ

ナ
対
策
を
想
定
し
た
内
容

で
、
一
月
七
日
に
は
大
手
ゼ

ネ
コ
ン
な
ど
の
元
請
企
業

へ
、
ま
た
一
月
十
二
日
に
は

東
京
都
へ
の
緊
急
要
請
行
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

な
か
な
か
分
会
や
群
の
仲

間
た
ち
と
も
顔
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
電
話
や
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
活
用
し
た
声

掛
け
を
今
後
も
継
続
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
仕
事
や
暮
ら

し
に
困
っ
て
い
る
仲
間
は
身

近
な
所
に
ま
だ
ま
だ
大
勢
い

る
は
ず
で
す
。

「
困
っ
た
時
は
東
京
土
建
」

が
合
言
葉
で
す
。

三
月
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
会
で
一
年
を
振
り
返
る
総

括
の
取
り
組
み
＝
分
会
総
会

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
大
勢
が
集
ま
っ
て
の
通

常
で
の
開
催
は
無
理
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、み
ん
な
で「
で

き
る
こ
と
」
を
考
え
、
実
行

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
四
月
か
ら
使
用
す

る
新
し
い
保
険
証
も
三
月
中

に
は
交
付
↓
受
け
渡
し
が
行

わ
れ
ま
す
。分
会
総
会
同
様
、

通
常
で
の
交
付
会
開
催
は
無

理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
分

会
や
群
長
さ
ん
と
連
絡
を
取

り
合
っ
て
、
「
密
」
に
な
ら

な
い
よ
う
工
夫
を
し
な
が

ら
、
も
れ
な
く
保
険
証
を
受

け
取
れ
る
よ
う
準
備
を
す
す

め
ま
し
ょ
う
。

一
人
親
方
労
災
の
更
新
ハ

ガ
キ
が
既
に
該
当
す
る
組
合

員
さ
ん
の
所
に
届
い
て
い
ま

す
。
返
信
が
ま
だ
の
方
は
、

希
望
す
る
給
付
基
礎
日
額
な

ど
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

急
ぎ
投
函
を
お
願
い
し
ま

す
。支

部
で
一
人
親
方
労
災
を

利
用
し
て
い
る
組
合
員
さ
ん

は
、お
よ
そ
五
百
人
い
ま
す
。

一
斉
に
労
災
の
年
度
更
新
の

作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
更

新
の
返
事
が
遅
く
な
る
と
四

月
か
ら
の
新
し
い
労
災
カ
ー

ド
の
発
行
に
間
に
合
わ
な
く

な
り
ま
す
。
ま
だ
の
方
は
お

早
目
に
！

（
各
事
業
所
の
労
災
や
雇
用

保
険
の
年
度
更
新
は
、
四
月

中
旬
か
ら
手
続
き
を
開
始
し

ま
す
。
該
当
す
る
事
業
所
様

宛
て
、
三
月
中
旬
に
は
ご
案

内
を
郵
送
し
ま
す
）

一人親方労災の更新ハガキの裏面です！
まだ出していない方はお早目に!!

組
合
規
約
第
２０
条
に
も
と
づ
き
、
東
京
土
建
一
般
労
働
組

合
江
東
支
部
第
６６
回
定
期
大
会
を
次
の
と
お
り
召
集
し
ま
す

【
開
催
日
】
２
０
２
１
年

４
月
１１
日
（
日
）

【
会
場
】
東
京
土
建
江
東
支
部
会
館

（
江
東
区
北
砂
１
―
１１
―
４
）

【
大
会
の
構
成
】

＊
支
部
役
員
…
第
６５
回
で
選
出
さ
れ
た
支
部
役
員
３９
人

＊
代
議
員
…
今
回
に
限
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
規
模
縮
小
開

催
の
た
め
、
各
各
分
選
出
の
代
議
員
は
、

分
会
代
表
一
人

大
会
運
営
委
員
、
選
挙
管
理
委
員

と
す
る

＊
特
別
代
議
員
…
青
年
部
・
女
性
の
会
・
喜
楽
会

か
ら
各
一
人
ず
つ
＋
書
記
局

【
代
議
員
選
出
と
登
録
】

＊
第
一
次
締
切
り
…
２
月
２４
日
（
水
）

＊
最
終
締
切
り
…
３
月
２４
日
（
水
）

＊
登
録
の
変
更
…
４
月
７
日
（
水
）
執
行
委
員
会
ま
で
、

当
日
の
変
更
は
一
切
受
け
付
け
な
い
も
の
と
す
る

２
０
２
１
年
２
月
９
日

執
行
委
員
長

大
木

栄
一

大
会
準
備
委
員
長

野
田

智
文

【
役
員
立
候
補
】

第
６６
回
支
部
定
期
大
会
に
支
部
役
員
と
し
て
立
候
補
さ
れ

る
方
は
、
３
月
２２
日
（
月
）
〜
３
月
２９
日
（
月
）
ま
で
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
（
土
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）
の
間

に
、
江
東
支
部
会
館
内
「
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
」
へ
立

候
補
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
役
員
定
数
】

〈
執
行
委
員
長
〉
１
人
、
〈
副
執
行
委
員
長
〉
３
人
、

〈
常
任
執
行
委
員
〉
１０
人
、
〈
執
行
委
員
〉
１９
人
、

〈
書
記
長
〉
１
人
、
〈
書
記
次
長
〉
２
人
、

〈
会
計
監
査
〉
３
人
、
合
計
３９
人

選
挙
管
理
委
員
長

加
藤

任
子

「
困
っ
た
時
は
東
京
土
建
」を

合
言
葉
に

１１

次次次年年年度度度へへへ向向向けけけててて、、、始始始動動動開開開始始始！

大 勝 友 二

東京土建一般労働組合江東支部
第６６回定期大会告知

および役員立候補について

分
会
総
会
や
次
年
度
の
保
険
証

の
交
付
会
な
ど
へ
向
け
て

２２
一
人
親
方
労
災
の
更
新
手
続
き

３３

江
東
支
部

◆事務所休館のお知らせ◆
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☆
日
時

3
月
12
日（
金
）

開
場

午
前
9
時
30
分

開
会

午
前
10
時

☆
会
場

江
東
区
総
合
区
民

セ
ン
タ
ー

2
階

レ
ク
ホ
ー
ル

重
税
反
対
統
一
行
動
は
、

平
和
で
安
心
し
て
働
き
生
き

る
こ
と
を
願
う
団
体
・
個
人

が
、
重
税
反
対
の
一
点
で
団

結
し
て
1
9
7
0
年
に
始
ま

り
今
年
で
52
回
目
を
迎
え
ま

す
。集

会
終
了
後
、
各
自
で
江

東
東
税
務
署
（
亀
戸
文
泉
公

園
）
・
西
税
務
署
（
猿
江
二

丁
目
公
園
）
に
移
動
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
、

午
前
十
一
時
半
に
再
度
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

！

重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
は
、
平
和
で
安
心
し

て
働
き
、
ま
た
生
き
る
こ
と
を
願
う
団
体
・
個
人

が
、
1
9
7
0
年
に
重
税
反
対
の
一
点
で
団
結
し

て
開
始
さ
れ
、
今
年
で
52
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
は
3
月
12
日
（
金
）
に
「
重
税
反
対
江
東

区
民
集
会
」
が
開
か
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
も
あ
り
、
デ
モ
行
進
は
中
止
と
決
定
し
て
い
ま

す
。

『
集
団
申
告
』
は
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
す
る
集
合
場
所
へ
各
自
で
移
動
し
て
く
だ

さ
い
（
詳
細
は
左
の
カ
コ
ミ
「
3
・
12
重
税
反
対

江
東
区
民
集
会
」
を
参
照
）
。

昨
年
行
わ
れ
た
集
団
申
告
で
は
、
参
加
者
か
ら

「
や
は
り
一
人
で
税
務
署
へ
申
告
に
来
る
の
は
不

安
な
の
で
、
集
団
申
告
が
中
止
に
な
ら
な
く
て
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

『
感
染
リ
ス
ク
は
最
小
限
』
に
、
『
申
告
者
の
要

求
は
最
大
限
』
に
、
今
年
も
集
団
申
告
が
で
き
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

ま
た
、
支
部
事
務
所
で
2
月
22
日
か
ら
始
ま
る

税
金
相
談
会
の
日
程
を
掲
載
し
ま
し
た
。
今
回
は

感
染
リ
ス
ク
分
散
の
観
点
か
ら
『
密
』
を
避
け
る

た
め
、
分
会
ご
と
の
日
程
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
ご
自
身
の
所
属
分
会
の
日
程
で
の

ご
来
所
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
：
0
3（
3
6
4
0
）2
4
1
1

東
京
土
建
江
東
支
部

「納税者の立場にたち、自主記帳・計算を基
本」に、誠実な申告を援助する相談会を開催し
ます。
日程や内容は後日配布するチラシもご確認く

ださい。
※新型コロナ感染防止のため、日程を分会ごと
に振り分けましたのでご確認ください。

2月22日（月）、亀戸・大島
24日（水）、深3・深7・直属・事業所
26日（金）、小名木・砂中

3月1日（月）、4砂・深北・深中
3日（水）、東砂・南砂
9日（火）、予備日

受付時間：10時～16時（12時～13時は休み）
☆税理士による相談は3月1日です。贈与・譲
渡相談は予約ください。

☆弥生会計など申告ソフトによる相談も予約を
お願いします。

①
国
の
上
告
を
最
高
裁

が
棄
却
！

国
の
敗
訴
が
確
定
！

2
0
2
0
年
12
月
14
日
、
最

高
裁
判
所
は
、
首
都
圏
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
東
京
第
一
陣
訴
訟
・

原
告
3
5
9
名
（
被
災
者
数
3

2
5
名
）
に
お
い
て
、
被
告
で

あ
る
「
国
」
が
申
し
立
て
た
上

告
を
不
受
理
と
す
る
と
と
も

に
、
被
告
建
材
メ
ー
カ
ー
12
社

に
対
し
、3
3
4
名
の
原
告（
被

災
者
数
3
0
8
名
）
の
上
告
を

受
理
し
ま
し
た
。

こ
の
判
決
に
よ
り
、
被
告
で

あ
る
「
国
」
側
に
対
し
て
、
東

京
高
等
裁
判
所
第
10
民
事
部
判

決
で
あ
る
認
容
額
22
億
8
1
4

7
万
6
3
5
1
円
が
確
定
し
ま

し
た
。
建
材
メ
ー
カ
ー
に
対
し

て
は
、
そ
の
賠
償
責
任
が
全
て

否
定
さ
れ
た
高
裁
の
判
決
が
見

直
し
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

②
た
た
か
い
は
、
12
年

半
の
長
き
に
渡
っ
た

「
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
」
は
、
国
と
ア
ス
ベ
ス
ト

建
材
製
造
企
業
の
責
任
を
正
面

か
ら
問
う
訴
訟
と
し
て
、
2
0

0
8
年
、
東
京
地
裁
と
横
浜
地

裁
へ
の
第
一
陣
提
訴
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
た
た
か
い
は
12
年

半
の
長
き
に
渡
り
、
国
の
責
任

に
対
す
る
勝
訴
判
決
が
14
度
、

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
製
造
企
業
に

対
す
る
勝
訴
判
決
が
8
度
、
一

人
親
方
等
に
国
賠
法
に
基
づ
く

国
の
賠
償
を
認
め
た
勝
訴
判
決

は
7
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

首
都
圏
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

裁
判
は
、
全
国
で
12
も
の
訴
訟

へ
と
広
が
り
を
見
せ
、
原
告
は

総
計
で
1
1
0
0
人
に
の
ぼ

り
、
全
国
最
大
の
「
労
災
職
業

病
裁
判
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
田
村
厚
生
労
働
大
臣

が
原
告
へ
謝
罪

12
月
23
日
に
は
、
原
告
・
弁

護
団
と
田
村
厚
生
労
働
大
臣
の

面
談
が
実
現
し
ま
し
た
。
自
民

党
建
設
技
能
者
を
支
援
す
る
議

員
連
盟
の
幹
部
で
あ
る
野
田
毅

会
長
、
渡
辺
博
道
幹
事
長
、
菅

原
一
秀
事
務
局
長
、
公
明
党
か

ら
は
江
田
康
幸
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
委
員
会
会
長
が
同
席
、
そ
の

場
で
、
田
村
厚
生
労
働
大
臣
が

原
告
に
謝
罪
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
訴
訟
の
和
解
や
ま

だ
原
告
に
な
っ
て
い
な
い
被
害

者
の
補
償
に
つ
い
て
「
協
議
の

場
を
作
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

原
告
・
弁
護
団
は
、
田
村
厚
労

大
臣
へ
要
求
書
を
手
渡
し
て
い

ま
す
。

原
告
を
代
表
し
て
、
宮
島
共

同
代
表
か
ら
は
「
命
あ
る
う
ち

の
解
決
を
」
、
弁
護
団
か
ら
は

「
国
は
判
決
を
待
た
ず
、
政
治

解
決
で
全
て
の
被
害
者
を
救
済

す
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。
私

た
ち
東
京
土
建
組
合
が
こ
れ
ま

で
ず
っ
と
目
標
に
掲
げ
て
き
た

「
補
償
基
金
制
度
の
創
設
」
へ

向
け
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

し
た
と
言
え
ま
す
。

【判決で認められた国・企業の責任】

企業責任

×
×
×
×
○
×
○
○
×
○
○
○
○
○

国の責任

一人親方
（個人事業主）

×
×
×
×
×
×
×
×
○
○
○
○
○
○

労働者

×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

神奈川1陣横浜地裁判決
東京1陣東京地裁判決
九州1陣福岡地裁判決
大阪1陣大阪地裁判決
京都1陣京都地裁判決
北海道1陣札幌地裁判決
神奈川2陣横浜地裁判決
神奈川1陣東京高裁判決
東京1陣東京高裁判決
京都1陣大阪高裁判決
大阪1陣大阪高裁判決
九州1陣福岡高裁判決
神奈川2陣東京高裁判決
東京2陣東京地裁判決

確定申告の季節がやってきた!

―
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
・
東
京
第
一
陣
―

―
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
・
東
京
第
一
陣
―

国
の
上
告
を
最
高
裁
が
棄
却
！

国
の
上
告
を
最
高
裁
が
棄
却
！

国
の
敗
訴
が
確
定
！

国
の
敗
訴
が
確
定
！

3
・
12
「
重
税
反
対
江
東
区
民
集
会
」

【確定申告相談会】【確定申告相談会】
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菅
政
権
に
代
わ
っ
て
以
来

の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
。

で
も
忘
れ
て
は
い
け
な

い
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
宿
題

が
残
っ
て
い
る
。

米
軍
の
普
天
間
飛
行
場
の

移
転
計
画
で
、
工
事
現
場
の

警
備
費
に
日
当
が
一
人
当
た

り
4
〜
6
万
円
近
く
も
出
て

い
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
警

備
員
本
人
に
は
、
1
万
円
し

か
支
払
わ
れ
て
い
な
い
。
2

年
間
で
77
億
円
も
使
わ
れ
て

い
る
計
算
に
な
る
。
入
札
は

1
社
で
業
者
の
言
い
値
で
、

税
金
は
湯
水
の
よ
う
に
自
由

に
使
え
る
金
だ
と
政
府
が
思

っ
て
い
る
結
果
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
今
年
10
年
目
を

迎
え
る
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
に
よ
る
被
ば
く
の

除
染
を
す
る
作
業
員
に
も
同

じ
よ
う
な
事
が
行
わ
れ
て
い

た
（
4
〜
5
年
前
に
私
に
も

依
頼
が
あ
っ
た
。
当
時
の
日

当
は
8
万
〜
）
。
汚
染
の
解

消
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い

な
い
が
、
除
染
会
社
の
利
益

率
は
8
年
間
5
割
を
超
え
て

い
る
と
い
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
持
続

化
給
付
金
の
事
務
委
託
団
体

が
事
務
費
を
99
％
で
落
札
、

約
7
6
9
億
円
で
受
注
し
て

い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
同
じ

よ
う
な
意
識
で
、
一
般
の
給

付
金
申
請
は
必
至
の
思
い
で

申
請
し
て
い
る
と
い
う
の

に
、
ど
う
い
う
神
経
な
の
か

！

納
得
の
い
く
金
の
使
い

方
を
も
っ
と
考
え
る
べ
き
で

は
！そ

し
て
、
ま
だ
あ
っ
た
。

辞
任
し
て
2
カ
月
以
上
も

た
っ
て
い
る
の
に
、
安
倍
前

首
相
の
私
邸
警
備
に
年
間
2

億
円
は
掛
か
る
計
算
だ
と
い

う
。
関
係
者
は
何
と
も
思
わ

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

色
々
な
意
味
で
、ま
だ『
忖

度
』
が
あ
る
の
か
な
？

※

※

※

※

尖
閣
諸
島
に
中
国
公
船
が

頻
繁
に
押
し
寄
せ
て
い
る
。

日
中
外
相
会
談
で
の
中
国
の

王
毅
外
相
い
わ
く
、
日
本
の

漁
船
が
入
っ
て
く
る
か
ら
見

張
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

耳
を
う
た
が
い
た
く
な
る
発

言
だ
。
会
議
の
中
で
、
す
ぐ

反
論
し
な
か
っ
た
茂
木
外
相

に
与
党
自
民
党
外
交
部
会
な

ど
の
合
同
会
議
で
、
王
毅
発

言
と
日
本
政
府
の
消
極
的
な

対
応
に
不
満
が
噴
出
し
た
。

日
本
の
敗
戦
後
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
で
米
軍
の

政
権
下
に
置
か
れ
、
72
年
沖

縄
と
と
も
に
返
還
さ
れ
た
経

緯
が
あ
る
。
中
国
が
初
め
て

領
有
権
を
主
張
し
は
じ
め
た

の
が
、
国
際
機
関
が
尖
閣
周

辺
の
石
油
天
然
ガ
ス
資
源
に

つ
い
て
報
告
が
出
た
直
後
の

事
で
あ
る
。
菅
首
相
も
、
茂

木
外
相
も
公
式
の
会
議
で
尖

閣
諸
島
を
取
り
上
げ
、
王
毅

外
相
に
自
制
を
促
し
て
い
た

と
…
…
。

国
連
憲
章
と
国
際
法
に
基

づ
く
外
交
の
礎
と
し
て
、
国

民
自
ら
基
本
を
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
東
シ

ナ
海
で
の
領
土
権
争
い
、
ベ

ト
ナ
ム
ま
で
巻
き
込
ん
だ
資

金
イ
コ
ー
ル
�
金
�
を
稼
ぐ

中
国
の
今
の
現
状
だ
ろ
う
。

日
本
国
内
に
も
ま
だ
騒
ぎ

に
な
っ
て
い
な
い
が
、
北
の

方
の
山
を
日
本
人
に
頼
ん

で
、
中
国
の
バ
イ
ヤ
ー
が
買

い
漁
っ
て
い
る
と
い
う
噂
が

あ
る
そ
う
だ
。
も
し
そ
う
な

っ
た
ら
、
天
然
の
水
が
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
買
う
ハ
メ
に
な

ら
な
け
れ
ば
と
思
う
！

12
月
8
日
、
ニ
コ
ニ
コ
生

放
送
に
出
演
し
た
菅
首
相
。

ニ
コ
ニ
コ
笑
み
を
浮
か
べ

「
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
、

ガ
ー
ス
ー
で
す
」
と
や
っ
ち

ゃ
っ
た
か
ら
、
誰
か
に
吹
き

込
ま
れ
た
か
、
自
身
の
判
断

で
や
っ
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
「
パ
ン
ケ
ー
キ
お
じ

さ
ん
」
や
、
「
ガ
ー
ス
ー
」

の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
で
人
気
取

り
の
局
面
で
は
な
い
の
だ
！

事
業
規
模
73
兆
円
と
威
勢

は
い
い
が
、
そ
の
中
味
は
ど

こ
ま
で
も
大
企
業
と
金
持
ち

優
遇
。
こ
れ
が
今
や
る
こ
と

な
の
か
、
危
機
感
が
あ
っ
て

も
コ
ロ
ナ
対
策
を
放
置
し
て

い
る
の
か
、
そ
も
そ
も
危
機

感
が
な
い
の
か
、
政
府
の
姿

勢
に
は
疑
い
を
感
じ
ま
す
。

国
民
の
命
よ
り
経
済
界
が
大

事
だ
と
い
う
菅
政
権
の
冷
酷

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

大
企
業
や
業
界
の
意
向
を

動
視
し
て
国
民
生
活
を
切
り

捨
て
る
姿
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
悪
い
と
こ
ろ
を
継
承
し

て
い
る
。
今
急
ぐ
べ
き
は
、

コ
ロ
ナ
で
ひ
っ
迫
す
る
医
療

現
場
や
、
収
入
が
減
っ
て
生

活
に
困
っ
て
い
る
個
人
家
計

へ
の
支
援
の
は
ず
で
は
？

な
ぜ
仕
事
を
失
っ
て
住
む

家
も
な
い
人
、
今
月
の
家
賃

を
払
え
な
い
人
達
に
目
を
向

け
ら
れ
な
い
の
か
。
住
宅
や

エ
コ
カ
ー
の
減
税
処
置
は
、

個
人
の
生
活
を
支
え
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
住

宅
や
自
動
車
業
界
の
要
望
に

応
じ
る
も
の
だ
。
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
会
長
（
豊
田
章
男
）

は
、
与
党
の
税
制
改
正
大
網

に
対
し
て
「
関
係
者
の
多
大

な
尽
力
に
感
謝
す
る
」
と
コ

メ
ン
ト
ま
で
出
し
て
歓
迎
し

て
い
た
。

結
局
ど
こ
ま
で
も
金
持
ち

優
遇
で
、
持
た
ざ
る
者
に
は

何
の
恩
恵
も
な
い
。
政
府
は

支
援
す
る
気
持
ち
も
な
い
。

年
末
年
始
の
医
療
体
制
拡
充

や
、
年
を
越
せ
る
か
分
か
ら

な
い
人
達
に
、
今
す
ぐ
支
援

『
現
金
』
を
届
け
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
2
次
補
正
で

積
ん
だ
予
備
費
は
ま
だ
7
兆

円
ほ
ど
残
っ
て
い
る
と
い

う
。
こ
う
い
う
時
の
た
め
に

取
っ
て
お
い
た
と
思
っ
た

ら
、
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
」
に
予
備

費
か
ら
3
0
0
0
億
ほ
ど
追

加
支
出
す
る
か
ら
、
と
こ
れ

で
は
呆
れ
て
言
葉
も
出
な

い
。
ネ
ッ
ト
番
組
で
も
「
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
の
見
直
し
は
考
え
て

い
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
。

そ
も
そ
も
時
間
と
カ
ネ
に

余
裕
の
あ
る
一
部
の
国
民
に

し
か
恩
恵
が
な
い
の
が
「
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」だ
。

そ
ん
な
バ
カ
げ
た
不
公
平
な

政
策
に
多
額
の
税
金
を
注
ぎ

込
む
こ
と
自
体
が
大
間
違
い

な
の
に
、
「
経
済
を
回
す
に

は
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
事
業
は
欠
か
せ

な
い
」
と
言
い
続
け
た
の
が

菅
だ
。
こ
れ
は
菅
政
府
の
無

策
と
人
災
だ
！

国
民
の
不
安
を
無
視
し
て

我
が
道
を
行
く
独
裁
の
快
感

に
酔
っ
て
い
る
の
か
、
予
算

の
多
く
を
自
身
の
肝
入
り
政

策
で
あ
る
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
や
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
デ
ジ

タ
ル
庁
に
振
り
分
け
る
な
ん

て
、
国
民
の
納
得
を
得
ら
れ

ま
せ
ん
よ
。

ガ
ー
ス
ー
で
す
と
お
ち
ゃ

ら
け
て
弱
者
を
見
捨
て
る
。

弱
者
を
救
う
「
公
助
」
が
政

治
の
役
割
な
の
に
、
感
染
防

止
も
個
人
生
活
の
困
窮
も
自

助
に
丸
投
げ
で
は
、
税
金
を

払
い
た
く
な
い
と
い
う
人
も

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。

今
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
沢
山
い
る
の
で
す
。

与
党
の
税
調
で
は
、
消
費

税
減
は
議
論
に
も
な
ら
な
か

っ
た
と
、
ど
こ
ま
で
も
大
企

業
と
金
持
ち
優
遇
。
中
小
企

業
に
は
業
態
転
換
と
い
う
退

場
を
促
し
、
暮
ら
す
の
が
カ

ツ
カ
ツ
の
お
年
寄
り
を
筆
頭

に
弱
者
切
り
捨
て
。
こ
れ
で

は
内
需
拡
大
な
ど
、
あ
る
わ

け
な
い
じ
ゃ
な
い
か
！

そ
ん
な
与
党
議
員（
自
民
・

公
明
・
維
新〈
補
助
勢
力
〉）、

ア
ウ
ト
!!

4
月
分
か
ら
『
介
護
保
険
料
』
が
変
わ
り
ま
す

（
現
行
3
2
0
0
円
⬇
3
4
0
0
円
）
。

そ
の
他
の
保
険
料
と
入
院
共
済
費
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

3
月
に
群
長
さ
ん
へ
持
参
・
納
入
す
る
際
は
注
意
し
ま
し

ょ
う
！

国
の
内
で
も
外
で
も
、

こ
ん
な
こ
と
が
…
…

国
の
内
で
も
外
で
も
、

こ
ん
な
こ
と
が
…
…

中
谷
登
志
夫（
深
北
分
会
）

令和3年度の土建国保料について

お
じ
さ
ん
は
怒
っ
て
い
る
！

油
屋

正
孝（
砂
中
分
会
）

男
の
レ
シ
ピ
！
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一
九
四
五
年
を
境
と
し

て
明
治
元
年
か
ら
七
七

年
、
翌
年
の
二
○
二
二
年

が
七
七
年
に
な
る
節
目

に
、
平
和
と
生
活
に
つ
い

て
思
い
を
新
た
に
し
て
み

よ
う
と
「
笑
事
」
の
連
載

を
始
め
ま
す
。

民
主
主
義
憲
法
の
歴
史

を
横
見
し
な
が
ら
、
少
し

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

「
日
常
の
社
会
」
の
「
笑

事
」
を
手
探
り
で
お
届
け

し
ま
す
。

家
族
が
戦
死
し
た
り
餓

死
し
た
り
し
て
の
「
悲
し

さ
」
が
、
平
和
を
望
む
最

大
な
動
機
な
の
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
究
極
の
悲
し

さ
も
地
球
上
か
ら「
戦
争
」

を
無
く
す
絶
対
的
な
力
に

成
り
得
て
い
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
相
対
的
な
と
ら
え
方

の
限
界
な
の
で
し
ょ
う
。

ま
も
な
く
21
世
紀
も
四
分

の
一
世
紀
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
る「
笑
事
」で
す
。

20
世
紀
半
ば
ソ
連
で
3

0
0
0
万
人
以
上
、
ド
イ

ツ
は
8
0
0
万
人
以
上
そ

し
て
日
本
は
4
0
0
万
人

以
上
の
戦
争
犠
牲
者
と
数

字
は
語
り
ま
す
が
、
多
く

の
地
域
で
膨
大
な
人
が
死

に
ま
し
た
。

一
人
で
も
殺
せ
ば
、
個

人
な
ら
立
ち
直
れ
ま
せ
ん

が
、
国
家
の
名
に
お
け
る

「
人
殺
し
」
は
今
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
民
主
主
義

な
る
考
え
と
し
て
、
私
刑

（
リ
ン
チ
＝
敵
討
ち
）
を

否
定
し
、
国
に
そ
の
公
平

な
判
断
の
基
、「
処
刑
権
」

を
肩
代
わ
り
さ
せ
て
い
る

だ
け
な
の
で
す
が
。
こ
う

し
て
個
人
的
な
様
々
な

「
恨
み
」
の
結
果
を
、
国

家
に
任
せ
て「
安
心
」「
安

全
」
に
生
活
で
き
る
日
常

だ
と
思
っ
て
い
る「
笑
事
」

で
す
。
平
和
運
動
や
反
戦

活
動
が
成
就
し
な
い
無
念

は
、
「
人
の
命
」
に
対
峙

し
て
「
日
常
」
に
垣
間
見

る
人
々
の
生
活
に
あ
り
ま

す
。下

町
の
良
さ
が
、
山
の

手
の
反
対
語
と
し
て
定
着

し
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。

本
当
の
下
町
は
、
江
戸
城

下
の
「
下
」
で
、
日
本
橋

界
隈
が
代
表
で
し
た
。
新

吉
原
が
で
き
て
「
浅
草
」

も
下
町
の
よ
う
に
言
わ
れ

ま
す
が
、
元
々
浅
草
は
七

世
紀
か
ら
の
歴
史
が
あ
り

徳
川
幕
府
な
ん
か
足
元
に

も
及
び
ま
せ
ん
。
よ
く
て

対
等
で
、
上
か
ら
目
線
で

の
下
町
呼
ば
わ
り
は
迷
惑

な
の
で
す
。
英
語
の
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
の
よ
う
に
「
歴

史
あ
る
繁
華
街
」
の
イ
メ

ー
ジ
で
愛
し
ま
し
ょ
う
。

そ
う
で
す
。
下
町
は
常
に

多
く
の
町
人
（
労
働
者
）

の
町
だ
っ
た
の
で
す
。

七
七
年
は
初
め
か
ら

「
笑
事
」
で
、
自
虐
的
で

す
。
憲
法
学
者
坂
野
潤
治

氏
は
、
「
大
日
本
帝
国
憲

法
」発
布
の
一
八
八
九（
明

治
22
）
年
か
ら
一
九
三
七

（
昭
和
一
二
）
年
の
四
八

年
間
、
そ
れ
か
ら
敗
戦
＝

一
九
四
五
（
昭
和
20
）
年

ま
で
の
八
年
間
、
そ
し
て

戦
後
と
三
分
割
に
し
て
我

が
国
の
民
主
主
義
に
つ
い

て
語
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
戦
前
を
明
治
元
年
か

ら
と
す
る
の
は
形
式
的
過

ぎ
て
、
国
家
の
体
制
が
整

う
憲
法
制
定
時
か
ら
と
す

る
方
が
、
生
活
に
密
接
す

る
民
主
主
義
の
理
解
と
し

て
薦
め
て
い
ま
す
。
で
な

い
と
、
明
治
憲
法
が
で
き

る
ま
で
の
民
主
的
な
多
く

の
国
家
論
（
憲
法
素
案
）

が
た
た
か
わ
れ
た
歴
史
を

も
、
旧
憲
法
時
代
と
し
て

一
蹴
し
て
し
ま
う
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

《
予
告
》

第
一
章
（
第
2
回
）
室

町
幕
府
・
戦
国
時
代
、（
第

3
回
）
徳
川
時
代
、
第
二

章
（
第
4
・
5
回
）
明
治

時
代
、
（
第
6
・
7
回
）

大
正
時
代
、
第
三
章
（
第

8
）
戦
前
昭
和
、
（
第
9

回
）
総
力
戦
時
代
、
第
四

章（
第
10
回
）戦
後
昭
和
、

（
第
11
回
）
平
成
時
代
。

Ｑ1 東京土建は居心地いい
ですか？

Ａ1 分会は、とてもよろし
いです！

Ｑ2 職業は何を？
Ａ2 「大工」という名の遊

び人。
Ｑ3 好きなことは？
Ａ3 ツーリングで自己愛、

または音楽の制作で
す。

Ｑ4 楽器は何を？
Ａ4 ベース、そしてプロデ

ューサー。
Ｑ5 大工の良さは？
Ａ5 ひと言では言えません

が、大工は何でもでき
ると思ったら大間違い

！
Ｑ6 話を戻しまして……若

い時の夢は？
Ａ6 バンドで女にモテると

思ったんですけど、モ
テないので続けていま
す！

Ｑ7 これからの世界をひと
言で！

Ａ7 面白くなき世を面白
く、ということでした。

Ｑ8 あなたにとっての「座
標軸」は？

Ａ8 分かりやすい言葉で分
かりやすく、ってこと
で。

Ｑ9 土建組合でやりたいこ
とは？

Ａ9 趣味での集まり。
Ｑ10 難しいことは？
Ａ10 分会の垣根を越えるこ

と。
Ｑ11「夢」って、何ですか？
Ａ11 呪いみたいなもので

す。
Ｑ12 分会でやりたいことは

？
Ａ12 温かい水の中でお酒を

いただきたい。

……こんな素晴らしい人を見
つけるのは難しいですので
(^^)/
☎「彼のこれからを、今少し
追い続けます」
以上、大島分会より……

右端が執行委員も務める髙梨さんです！
分会の役員さん達とも、すっかり仲良し！

緊急事態宣言中は、事務所の開館時間を午前9時～午後5

時までとさせていただきます。また、電話による業務の

予約をお願いしています（一般的な確定申告の相談を除

く）。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願

い致します。

『土建しんぶん 新年号』に
掲載された

クロスワードの答えです！

『土建しんぶん 新年号』に
掲載された

クロスワードの答えです！

☎入電『振り返れば、誰もいない』
☎「大島分会へ入電です。髙梨雄一、

調べましたので伝えます」

戦
前
戦
後
七
七
年
の

笑
事
笑
事

中
尾

正
文
（
深
川
第
七
分
会
）

序
章

（
第
１
回
）

（
第
１
回
）

☆事業所名：㈱タツミ建装
代表者 :小林功治 募集職種 :大工
所在地：江東区木場３-９-１０ 募集人員：正規社員２名
電話：０３-３５２１-２９４１ 条件等：経験者、普通免許

髙梨 雄一さん
（大島分会）
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